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トランス脂肪酸

　脂肪酸は、細胞膜の構成要素であるリン脂質の一部です。必須脂肪酸であるω3系とω6系の不飽和脂肪酸は、大きな屈曲で流動性に富み細胞膜の働きを活発にしますし、アラキドン酸カスケードを経て様々な生体反応物質に変わります。

　一方、トランス脂肪酸も不飽和脂肪酸ですが、棒状で流動性に乏しく細胞膜の働きを悪くします。さらには、アラキドン酸カスケードの流れを障害して、脂肪酸代謝経路の下流にあるアラキドン酸(←リノール酸)やEPA・DHA(←γリノレン酸)の欠乏を招きます。

　疫学調査では、トランス脂肪酸によりアレルギー疾患、虚血性心疾患、発達不良、認知症、糖尿病が増悪すると報告されています。また、角田和彦医師は、「アトピー性皮膚炎や喘息の小児例で、トランス脂肪酸を制限すると、必須脂肪酸の代謝が改善し、疾患の重症度を著しく改善した」としています(臨床環境医学、18(1)、p35~46、2009)。

　トランス脂肪酸は、天然では反芻動物の肉や乳類に含まれますが、多くは人工的に発生します。たとえば、植物性油脂に高圧・高温で水素添加したマーガリンやショートニング、高温処理して精製された植物性油脂(市販の大豆油・コーン油・米油・菜種油・綿実油など)、スナック菓子・冷凍食品・チョコレート菓子など高温で調理された植物油脂を含む食品などです。

　手頃で豊かな食生活をもたらした新技術の副産物が、私達の身体を蝕んでいるのですから、皮肉な話です。
